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坂道
さかみち

で駐車
ちゅうしゃ

をするときは、上
のぼ

り坂
ざか

ではローギアに、下
くだ

り坂
ざか

ではバックギアに入
い

れ、オートマチック車
しゃ

ではＰに入
い

れるのがよい。

原動機
げんどうき

付
つき

自転車
じてんしゃ

を運転中
うんてんちゅう

、交通
こうつう

量
りょう

が多
おお

かったので速度
そくど

を落
お

として路側帯
ろそくたい

を通行
つうこう

した。

発進
はっしん

するときは、バックミラーなどで安全
あんぜん

を確
たし

かめ、方向
ほうこう

指示器
しじき

などによって合図
あいず

をし、もう一度
いちど

バックミラーなどで前後
ぜんご

左右
さゆう

の安全
あんぜん

を確
たし

かめてから発進
はっしん

をする。

高速
こうそく

道路
どうろ

の本線
ほんせん

車道
しゃどう

を走行
そうこう

するときは、右側
みぎがわ

の白線
はくせん

をめやすにして、車両
しゃりょう

通行帯
つうこうたい

のやや右寄
みぎよ

りを通行
つうこう

するようにする。

車
くるま

の速度
そくど

が速
はや

くなるほど運転者
うんてんしゃ

の視野
しや

は狭
せま

くなり、遠
とお

くを注視
ちゅうし

するようになるために、近
ちか

くは見
み

えにくくなる。

追
お

い越
こ

し禁止
きんし

の場所
ばしょ

でも、原動機
げんどうき

付
つき

自転車
じてんしゃ

なら追
お

い越
こ

してもよい。

対向車
たいこうしゃ

と行
い

き違
ちが

うときは、安全
あんぜん

な間隔
かんかく

を保
たも

つようにすることが必要
ひつよう

である。

車
くるま

を運転中
うんてんちゅう

に警戒
けいかい

宣言
せんげん

が発
はっ

せられたときは、急
いそ

いで停止
ていし

しなければならない。

トンネルの中
なか

は、車両
しゃりょう

通行帯
つうこうたい

があってもなくても、駐停車
ちゅうていしゃ

が禁止
きんし

されている。

普通
ふつう

自動
じどう

二輪車
にりんしゃ

や、大型
おおがた

自動
じどう

二輪車
にりんしゃ

の荷台
にだい

に荷物
にもつ

を積
つ

むときの高
たか

さ制限
せいげん

は、地上
ちじょう

から２．０ｍ以下
いか

である。

高速
こうそく

自動車
じどうしゃ

国道
こくどう

の本線
ほんせん

車道
しゃどう

における法定
ほうてい

速度
そくど

の最低
さいてい

速度
そくど

は、６０キロメートルである。

図
ず

２の標識
ひょうしき

は、近
ちか

くに学校
がっこう

や幼稚園
ようちえん

があることを表
あらわ

している。

高速
こうそく

道路
どうろ

で故障
こしょう

した場合
ばあい

、必要
ひつよう

な措置
そち

をとった後
あと

は、車
くるま

に残
のこ

らず、道路
どうろ

外
がい

で待機
たいき

したほうが良
よ

い。

自動車
じどうしゃ

保険
ほけん

には、法律
ほうりつ

によって必
かなら

ず加入
かにゅう

しなければならない強制
きょうせい

保険
ほけん

と、所有者
しょゆうしゃ

や運転者
うんてんしゃ

が任意
にんい

で加入
かにゅう

する任意
にんい

保険
ほけん

の２種類
しゅるい

がある。

夜間
やかん

は、室内灯
しつないとう

を点灯
てんとう

して運転
うんてん

したほうがよい。

霧
きり

のときは前方
ぜんぽう

の状況
じょうきょう

が見
み

えにくいので、なるべく前車
ぜんしゃ

に接近
せっきん

して走行
そうこう

した方
ほう

がよい。

後輪
こうりん

が左
ひだり

に滑
すべ

ったら、ハンドルを左
ひだり

に切
き

って車
くるま

の向
む

きを立
た

て直
なお

す。

タイヤチェーンは、前輪
ぜんりん

でも後輪
こうりん

でも、どちらに付
つ

けてもよい。

交通
こうつう

量
りょう

の多
おお

い交差点
こうさてん

で信号
しんごう

待
ま

ちをしているときは、後方
こうほう

に続
つづ

いている車
くるま

のことも考
かんが

え、横
よこ

の信号
しんごう

が黄色
きいろ

か赤色
あかいろ

になったらすぐ発進
はっしん

する。

最
もっと

も左側
ひだりがわ

に指定
してい

されているバス優先
ゆうせん

通行帯
つうこうたい

を通行中
つうこうちゅう

、後方
こうほう

から路線
ろせん

バスが近
ちか

づいてきたが、すぐ前
まえ

の交差
こうさ

点
てん

で左折
させつ

する予定
よてい

であったのでそのまま走行
そうこう

した。

ブレーキを一気
いっき

に強
つよ

くかけてタイヤをロックさせると、制動
せいどう

距離
きょり

が長
なが

くなり、ハンドルもきかなくなり、横滑
よこすべ

りがおこることがある。（ＡＢＳ車
しゃ

を除
のぞ

く。）

夜間
やかん

は見通
みとお

しが悪
わる

いので、近
ちか

くを見
み

て走
はし

る。

万一
まんいち

の故障
こしょう

や事故
じこ

に備
そな

えて、工具
こうぐ

類
るい

や救急
きゅうきゅう

用具
ようぐ

を備
そな

えておくようにする。

車
くるま

は、道路
どうろ

に面
めん

した場所
ばしょ

に出入
でい

りするため、歩道
ほどう

や路側帯
ろそくたい

を横切
よこぎ

るときには、徐行
じょこう

をするとともに歩行者
ほこうしゃ

の通行
つうこう

を妨
さまた

げないようにする。

二輪車
にりんしゃ

でカーブを曲
ま

がるときは、減速
げんそく

をしてもエンストしないようにクラッチを切
き

り、惰力
だりょく

を使
つか

って走行
そうこう

すると良
よ

い。

前
ぜん

照灯
しょうとう

の光
ひかり

は、上向
うわむ

きで１００メートル、下向
したむ

きで４０メートル前方
ぜんぽう

の障害物
しょうがいぶつ

を確認
かくにん

できる程度
ていど

の明
あか

るさである。

図
ず

１のような車両
しゃりょう

通行帯
つうこうたい

のある場所
ばしょ

で、左
ひだり

の車線
しゃせん

から右
みぎ

の車線
しゃせん

に進路
しんろ

変更
へんこう

をするのは禁止
きんし

されている。

坂
さか

の頂上
ちょうじょう

付近
ふきん

やこう配
ばい

の急
きゅう

な坂
さか

（上
のぼ

りも、下
くだ

りも）では、駐停車
ちゅうていしゃ

が禁止
きんし

されている。

赤色
あかいろ

の灯火
とうか

は、停止
ていし

位置
いち

で一時
いちじ

停止
ていし

をし、安全
あんぜん

を確認
かくにん

した後
のち

に進
すす

むことができる。

交差
こうさ

点
てん

やその付近
ふきん

で緊急
きんきゅう

自動車
じどうしゃ

が近
ちか

づいてきた時
とき

は、交差
こうさ

点
てん

をさけて、道路
どうろ

の左側
ひだりがわ

に寄
よ

って徐行
じょこう

をする。

踏切
ふみきり

を通過
つうか

しようとするときは、踏切
ふみきり

の直前
ちょくぜん

（停止
ていし

線
せん

があるときは停止
ていし

線
せん

の直前
ちょくぜん

）で一時
いちじ

停止
ていし

をしなければならないが、信号
しんごう

がある踏切
ふみきり

で、

青信号
あおしんごう

にしたがって通過
つうか

する場合
ばあい

は、一時
いちじ

停止
ていし

しないで通過
つうか

することができる。

本
ほん

免
めん

効果
こうか

測定
そくてい

１

踏切
ふみきり

と、その手前
てまえ

から１０メートル以内
いない

の場所
ばしょ

では、追
お

い越
こ

しが禁止
きんし

されている。

トンネルに入
はい

る時
とき

は、中
なか

の暗
くら

さに早
はや

く慣
な

れるため、速
はや

い速度
そくど

で走
はし

るのが良
よ

い。

雨
あめ

の時
とき

は窓
まど

ガラスがくもりやすいので、エアコンやデフロスターを作動
さどう

させたり、くもり止
ど

めスプレーなどを使用
しよう

したりするのがよい。

バッテリーの液
えき

量
りょう

が不足
ふそく

しているときは、水道水
すいどうすい

を補充
ほじゅう

する。

車
くるま

は、交通
こうつう

整理
せいり

の行
おこな

われていない道幅
みちはば

が同
おな

じような道路
どうろ

の交差点
こうさてん

では、右方
うほう

から進行
しんこう

してくる車
くるま

の進行
しんこう

を妨
さまた

げてはいけない。

トンネルに入
はい

る時
とき

は、中
なか

の暗
くら

さに早
はや

く慣
な

れるため、速
はや

い速度
そくど

で走
はし

るのが良
よ

い。

ＡＢＳのついた車
くるま

は短
みじか

い距離
きょり

で止
と

まれるので、車間
しゃかん

距離
きょり

をあまりとらなくてもよい。

遠心力
えんしんりょく

は速度
そくど

の２乗
じょう

に比例
ひれい

して大
おお

きくなり、また、カーブの半径
はんけい

が小
ちい

さいほど遠心力
えんしんりょく

は大
おお

きくなる。

自動車
じどうしゃ

に荷物
にもつ

を積
つ

んだ時
とき

の安定性
あんていせい

は、重心
じゅうしん

が高
たか

ければ高
たか

いほど安定
あんてい

する。

車
くるま

は、どんな場合
ばあい

であっても軌道敷
きどうしき

内
ない

を通行
つうこう

することができない。

ブレーキをかける時
とき

は、最初
さいしょ

はできるだけ強
つよ

くかけるようにする。

横断
おうだん

歩道
ほどう

や自転車
じてんしゃ

横断帯
おうだんたい

に近
ちか

づいた時
とき

は、横断
おうだん

する人
ひと

がいないことが明
あき

らかなときでも、徐行
じょこう

をして安全
あんぜん

を確
たし

かめなければならない。

緊急
きんきゅう

自動車
じどうしゃ

に進路
しんろ

を譲
ゆず

る場合
ばあい

であっても、車両
しゃりょう

通行帯
つうこうたい

の線
せん

が黄色
きいろ

の線
せん

で引
ひ

かれている場合
ばあい

は、進路
しんろ

を変
か

えることができない。
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９０．運転中
うんてんちゅう

は、みだりに進路
しんろ

を変
か

えてはならない。

普通
ふつう

免許
めんきょ

を受
う

けている人
ひと

は、原動機
げんどうき

付
つき

自転車
じてんしゃ

を運転
うんてん

することができるが、小型
こがた

特殊
とくしゅ

自動車
じどうしゃ

は運転
うんてん

できない。

道路
どうろ

の曲
ま

がり角
かど

付近
ふきん

は、見通
みとお

しの悪
わる

いときにかぎり徐行
じょこう

しなければならない。

原動機
げんどうき

付
つき

自転車
じてんしゃ

の最高
さいこう

速度
そくど

は、標識
ひょうしき

などによる指定
してい

がなければ３０キロメートル毎時
まいじ

である。

交差点
こうさてん

の中
なか

まで車両
しゃりょう

通行帯
つうこうたい

の境界線
きょうかいせん

が引
ひ

かれている道路
どうろ

は、交差
こうさ

する道路
どうろ

に対
たい

して優先
ゆうせん

道路
どうろ

であることを表
あらわ

している。

友人
ゆうじん

の車
くるま

とすれ違
ちが

ったので、警
けい

音
おん

器
き

と方向
ほうこう

指示器
しじき

であいさつした。

交差点
こうさてん

を左折
させつ

するときは、あらかじめ道路
どうろ

の左端
ひだりはし

に寄
よ

り、交差
こうさ

点
てん

の側
そく

端
たん

に沿
そ

って徐行
じょこう

する。

自動車
じどうしゃ

にはナンバープレートがついているので、運転
うんてん

するときに自動車
じどうしゃ

検査
けんさ

証
しょう

を備
そな

え付
つ

けておく必要
ひつよう

はない。

ＡＴ車
しゃ

で高速
こうそく

道路
どうろ

に進入
しんにゅう

するためなどで急
きゅう

加速
かそく

するときは、Ｄギアのまま走行中
そうこうちゅう

であっても、アクセルペダルを急
きゅう

に強
つよ

く踏
ふ

み込
こ

めば自動的
じどうてき

に急
きゅう

加速
かそく

する。

バスの運行
うんこう

時間中
じかんちゅう

であったが、バスが来
き

ていなかったので、バスの停留所
ていりゅうじょ

の標示
ひょうじ

板
ばん

から１０メートル以内
いない

の場所
ばしょ

で友人
ゆうじん

を下車
げしゃ

させた。

四輪
よんりん

車
しゃ

での転回
てんかい

や後退
こうたい

の合図
あいず

は、そうしようとするときの約
やく

３秒
びょう

前
まえ

にする。

前
まえ

の車
くるま

が右折
うせつ

などのため右側
みぎがわ

に進路
しんろ

を変
か

えようとしていたので、その右側
みぎがわ

を追
お

い越
こ

した。

図
ず

５の標識
ひょうしき

をつけて走行
そうこう

している車
くるま

を、追
お

い越
こ

しが禁止
きんし

されていない場所
ばしょ

で追
お

い越
こ

した。

二輪車
にりんしゃ

で坂道
さかみち

を登
のぼ

るときは、前輪
ぜんりん

の浮
う

き上
あ

がりを防
ふせ

ぐため前傾
ぜんけい

姿勢
しせい

をとり、下
くだ

り坂
ざか

では腰
こし

を引
ひ

いてバランスを取
と

る。

対向車
たいこうしゃ

のライトがまぶしいときは、視点
してん

をやや左
ひだり

前方
ぜんぽう

に移
うつ

して、目
め

がくらまないようにする。

第
だい

一種
いっしゅ

運転
うんてん

免許
めんきょ

では、乗合
のりあい

バス・タクシーなどの旅客
りょきゃく

自動車
じどうしゃ

を回送
かいそう

のために運転
うんてん

してはいけない。

原動機
げんどうき

付
つき

自転車
じてんしゃ

で交差
こうさ

点
てん

の手前
てまえ

を進行中
しんこうちゅう

に緊急
きんきゅう

自動車
じどうしゃ

が近
ちか

づいてきたので、交差
こうさ

点
てん

内
ない

に停止
ていし

して進路
しんろ

をゆずった。

人
ひと

の乗
の

り降
お

りのため停止
ていし

している通学
つうがく

通園
つうえん

バスのそばを通
とお

るときは、人影
ひとかげ

が見
み

あたらなくても徐行
じょこう

をしなければならない。

乗車
じょうしゃ

定員
ていいん

６人
にん

の普通
ふつう

乗用車
じょうようしゃ

には、運転者
うんてんしゃ

のほかに大人
おとな

３人
にん

、１０歳
さい

のこども３人
にん

を乗
の

せて運転
うんてん

してもよい。

図
ず

４の標識
ひょうしき

は、普通
ふつう

自動車
じどうしゃ

のみの通行
つうこう

を禁止
きんし

している。

図
ず

４の標識
ひょうしき

は、大型
おおがた

自動
じどう

二輪車
にりんしゃ

や普通
ふつう

自動
じどう

二輪車
にりんしゃ

などは通行
つうこう

できる。

車
くるま

は前方
ぜんぽう

の交通
こうつう

が混雑
こんざつ

しているため、「停止
ていし

禁止
きんし

部分
ぶぶん

」の標示
ひょうじ

のある場所
ばしょ

において動
うご

きが取
と

れなくなる恐
おそ

れがあるときは、その場所
ばしょ

に進入
しんにゅう

してはいけない。

自動車
じどうしゃ

（二輪
にりん

の自動車
じどうしゃ

を除
のぞ

く。）の保有者
ほゆうしゃ

は、自動車
じどうしゃ

の使用
しよう

の本拠
ほんきょ

の位置
いち

から５ｋｍ以内
いない

の道路
どうろ

以外
いがい

の場所
ばしょ

に保管
ほかん

場所
ばしょ

を確保
かくほ

しなければならない。

交通
こうつう

事故
じこ

が起
お

きたときは、事故
じこ

の続発
ぞくはつ

を防
ふせ

ぐため、他
た

の交通
こうつう

の妨
さまた

げにならないような安全
あんぜん

な場所
ばしょ

に車
くるま

を移動
いどう

させ、エンジンを切
き

る。

高速
こうそく

道路
どうろ

で故障
こしょう

のため一時
いちじ

停止
ていし

したとき、停止
ていし

表示
ひょうじ

器材
きざい

を積
つ

んでいなかったので、かわりにスペアタイヤを置
お

いた。

違法
いほう

に駐車
ちゅうしゃ

している車
くるま

に対
たい

しては、放置
ほうち

車両
しゃりょう

確認
かくにん

標章
ひょうしょう

がとりつけられることがある。

前方
ぜんぽう

の交通
こうつう

が混雑
こんざつ

していて、そのまま進行
しんこう

すると交差
こうさ

点
てん

の中
なか

で動
うご

きが取
と

れなくなりそうだったので、青信号
あおしんごう

であったが交差
こうさ

点
てん

の中
なか

に入
はい

らずに停止
ていし

をした。

こう配
ばい

の急
きゅう

な下
くだ

り坂
ざか

では、追
お

い越
こ

しが禁止
きんし

されている。

雪道
ゆきみち

での走行
そうこう

では、前
ぜん

車
しゃ

が通行
つうこう

したところは大変
たいへん

すべりやすくなっているので、なるべく避
さ

けるようにする。

夜間
やかん

、高速
こうそく

道路
どうろ

を走行中
そうこうちゅう

、故障
こしょう

などでやむを得
え

ず路肩
ろかた

や路側帯
ろそくたい

に駐車
ちゅうしゃ

をする場合
ばあい

は、停止
ていし

表示
ひょうじ

器材
きざい

か駐車
ちゅうしゃ

灯
とう

、尾灯
びとう

のどちらかをつけるようにする。

高速
こうそく

道路
どうろ

は、道路
どうろ

の変化
へんか

や運転
うんてん

操作
そうさ

が少
すく

ないことから、あまり疲
つか

れないので、一般
いっぱん

道路
どうろ

を走行
そうこう

するときより休憩
きゅうけい

は少
すく

なくてよい。

左右
さゆう

の見通
みとお

しがきかない交差点
こうさてん

では、優先
ゆうせん

道路
どうろ

を通行中
つうこうちゅう

であっても徐行
じょこう

をして安全
あんぜん

を確
たし

かめなければならない。

進路
しんろ

の前方
ぜんぽう

に障害物
しょうがいぶつ

があるときは、対向車
たいこうしゃ

よりも先
さき

に通過
つうか

することができる。

中型
ちゅうがた

自動車
じどうしゃ

の免許
めんきょ

を取得
しゅとく

した場合
ばあい

、中型
ちゅうがた

自動車
じどうしゃ

、準
じゅん

中型
ちゅうがた

自動車
じどうしゃ

、普通
ふつう

自動車
じどうしゃ

、小型
こがた

特殊
とくしゅ

自動車
じどうしゃ

、原動機
げんどうき

付
つき

自転車
じてんしゃ

に乗
の

ることができる。

本籍
ほんせき

、住所
じゅうしょ

、氏名
しめい

など、免許証
めんきょしょう

の記載
きさい

事項
じこう

に変更
へんこう

があった場合
ばあい

は、つぎの免許
めんきょ

更新
こうしん

のときに住所
じゅうしょ

地
ち

の公安
こうあん

委員
いいん

会
かい

に届
とど

ければよい。

お酒
さけ

を飲
の

んでも、酔
よ

っていない自信
じしん

があるときは運転
うんてん

してもよい。

道路上
どうろじょう

に駐車
ちゅうしゃ

する場合
ばあい

、同
おな

じ場所
ばしょ

に引
ひ

き続
つづ

き１２時間
じかん

以上
いじょう

（夜間
やかん

は８時間
じかん

以上
いじょう

）駐車
ちゅうしゃ

してはいけない。

車
くるま

は、停留所
ていりゅうじょ

で止
と

まっている路面
ろめん

電車
でんしゃ

に追
お

いついたときは、乗
の

り降
お

りする人
ひと

や道路
どうろ

を横断
おうだん

する人
ひと

がいなくなるまで、路面
ろめん

電車
でんしゃ

の後方
こうほう

で停止
ていし

して待
ま

つ。

前車
ぜんしゃ

を追
お

い越
こ

すため、制限
せいげん

速度
そくど

を少
すこ

しオーバーして追
お

い越
こ

した。

ハザードランプやパッシングの使用
しよう

など、ルールで定
さだ

められていない方法
ほうほう

で車両
しゃりょう

間
かん

が意思
いし

疎通
そつう

をはかることがある。

同
おな

じ距離
きょり

でも大型車
おおがたしゃ

と二輪車
にりんしゃ

では、大型車
おおがたしゃ

は近
ちか

くに、二輪車
にりんしゃ

は遠
とお

くに感
かん

じる。

内
ない

輪
りん

差
さ

は、左折
させつ

するときは生
しょう

じるが、右折
うせつ

するときには生
しょう

じない。

一般
いっぱん

に、オートマチック車
しゃ

のエンジンブレーキはききが弱
よわ

く、また、きき遅
おく

れがあるので、余裕
よゆう

を持
も

って早
はや

めにきかせるようにする。

交差
こうさ

点
てん

やその付近
ふきん

で緊急
きんきゅう

自動車
じどうしゃ

が接近
せっきん

してきた場合
ばあい

、一方通行
いっぽうつうこう

の道路
どうろ

であっても、原則
げんそく

は左側
ひだりがわ

に寄
よ

って交差点
こうさてん

を避
さ

けて一時
いちじ

停止
ていし

をするが、かえって緊急
きんきゅう

ワイパーブレードが老化
ろうか

していると、ワイパーのふき取
と

りの状態
じょうたい

が悪
わる

くなる。

自
じ

動
どう

車
しゃ

の妨
さまた

げとなるようなときは、交差点
こうさてん

をさけて道路
どうろ

の右側
みぎがわ

によって一時
いちじ

停止
ていし

する。

図
ず

３の標識
ひょうしき

は、安全
あんぜん

地帯
ちたい

であることを示
しめ

している。

図３

図４

図５
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　　　 する。

危険
きけん

予測
よそく

問題
もんだい

　（本
ほん

免
めん

１）

市街地
しがいち

の交差
こうさ

点
てん

付近
ふきん

を走行
そうこう

しています。どのようなことに注意
ちゅうい

して運転
うんてん

しますか？

通学
つうがく

途中
とちゅう

の子供
こども

たちの横
よこ

を通
とお

り過
す

ぎようとしています。どのようなことに気
き

をつけますか？

　①　道
みち

を間違
まちが

えていることに気
き

がついたので、バスに続
つづ

いて左折
させつ

する。

　②　信号
しんごう

が変
か

わるかもしれないので、停止
ていし

線
せん

の手前
てまえ

で待
ま

つ。

前
まえ

を走
はし

るバスが、交差点
こうさてん

を左折
させつ

しようとしています。どのようなことに気
き

をつけますか？

交差
こうさ

点
てん

を右折
うせつ

しようとしています。どのようなことに気
き

をつけますか？

　①　直進
ちょくしん

してくるバスの進行
しんこう

を妨
さまた

げないようにする。

　②　対向
たいこう

車線
しゃせん

だけでなく、右折
うせつ

方面
ほうめん

の交通
こうつう

にも注意
ちゅうい

を払
はら

う。

　③　バスによって前方
ぜんぽう

の安全
あんぜん

が確認
かくにん

できないので、十分
じゅうぶん

に速度
そくど

を落
お

として警戒
けいかい

混雑
こんざつ

した市街地
しがいち

を走行中
そうこうちゅう

、携帯
けいたい

電話
でんわ

が鳴
な

り出
だ

しました。どのようなことに気
き

をつけますか？

　①　前方
ぜんぽう

の交通
こうつう

が渋滞
じゅうたい

しているはずなので、徐行
じょこう

して電話
でんわ

に出
で

る。

　②　急用
きゅうよう

かもしれないので、まずは通話
つうわ

してみて、緊急
きんきゅう

ではない場合
ばあい

はすぐに切
き

る。

　③　右折
うせつ

する先
さき

の歩行者
ほこうしゃ

には、ぶつかりさえしなければよい。

　①　自転車
じてんしゃ

が飛
と

び出
だ

してくるはずなので、ブレーキを強
つよ

く踏
ふ

んで一気
いっき

に速度
そくど

を落
お

　　　 とす。

　②　この場所
ばしょ

の付近
ふきん

には、学校
がっこう

や幼稚園
ようちえん

などの施設
しせつ

があるので、特
とく

に注意
ちゅうい

する。

　③　通学中
つうがくちゅう

の子供
こども

は、この道路
どうろ

に慣
な

れているはずなので、特
とく

に気
き

にせずに通過
つうか

　　　 する。

　①　緑色
みどりいろ

の車
くるま

の車高
しゃこう

は低
ひく

そうなので、死角
しかく

部分
ぶぶん

から人
ひと

が飛
と

び出
だ

してくる可能性
かのうせい

　　　 はない。

　②　優先
ゆうせん

道路
どうろ

を通行中
つうこうちゅう

なので、対向
たいこう

右折
うせつ

車
しゃ

の動
うご

きにさえ気
き

をつけていればよい。

　③　交差
こうさ

点
てん

の手前
てまえ

で停止
ていし

をし、右折
うせつ

車
しゃ

に道
みち

を譲
ゆず

った。

　③　携帯
けいたい

電話
でんわ

の音
おと

によって外
そと

の様子
ようす

が分
わ

かりづらくなったので、窓
まど

を開
あ

けて外
そと

の音
おと

に

　　　 も注意
ちゅうい

が向
む

くようにした。


